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水素エネルギーで未来を拓く

水素先進都市「周南」
ひら
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来
年
の
春
、市
地
方
卸
売
市
場
に
、中
四

国
地
方
で
は
初
と
な
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。水
素
は
、次
代
を
担

う
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、低
炭
素
社
会
へ

の
切
り
札
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、水
素
が
大
量
に
生
産
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、水
素
の
利
活
用
に
よ
る
産

業
振
興
の
推
進
と
、低
炭
素
社
会
の
実
現

を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

水
素
と
は
？

水
素
は
、水
や
有
機
化
合
物
の
成
分
と
し

て
、地
球
上
に
無
尽
蔵
に
存
在
し
て
お
り
、無

色
無
臭
で
人
体
に
は
無
害
で
す
。

一
方
で
水
素
は
、燃
焼
範
囲
が
広
く
引

火
し
や
す
い
と
い
う
特
性
が
あ
る
た
め
、取

り
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
が
、分
子
が

小
さ
く
、非
常
に
軽
く
て
拡
散
性
も
高
い
た

め
、そ
の
性
質
を
き
ち
ん
と
理
解
し
正
し
く

使
え
ば
、決
し
て
危
険
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
素
が
注
目
さ
れ
る
訳
は
？

水
素
は
、石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化

石
燃
料
や
、太
陽
光
や
風
力
を
用
い
た
水

の
電
気
分
解
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
か
ら
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
、大
量
に

貯
蔵
、運
搬
す
る
こ
と
も
可
能
で
、利
用
段

階
で
は
二
酸
化
炭
素
を
全
く
排
出
し
ま
せ

ん
。ま
た
、水
素
と
空
気
中
の
酸
素
を
反
応

さ
せ
て
発
電
す
る
燃
料
電
池
を
活
用
す
る

と
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
損
失
が
少
な
く
、排
熱

の
利
用
も
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、高
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
実
現
し
ま
す
。

化
石
燃
料
の
枯
渇
の
危
険
性
や
、地
球

温
暖
化
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
現

在
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
的
な
確
保
や
環

境
負
荷
の
低
減
な
ど
の
観
点
か
ら
、水
素

は
非
常
に
有
用
で
す
。

さ
ら
に
水
素
の
利
活
用
は
、燃
料
電
池

の
研
究
・
開
発
な
ど
、日
本
が
強
い
競
争

力
を
持
つ
分
野
で
あ
り
、産
業
振
興
の
観

点
か
ら
も
、意
義
は
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

水
素
社
会
に
向
け
た

　 

国
や
県
の
動
き

水
素
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る

研
究
は
、国
内
で
も
以
前
か
ら
進
め
ら
れ

て
お
り
、国
は
技
術
開
発
の
支
援
や
規
制

の
緩
和
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

国
は
本
年
６
月
に
、水
素
・
燃
料
電
池

戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、水
素
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
化

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、２
０
４
０
年

ご
ろ
ま
で
の
取
り
組
み
目
標
と
し
て

●  

２
０
１
５
年
度
内
に
四
大
都
市
圏
を
中

心
に
全
国
１
０
０
か
所
の
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
確
保

●  
２
０
２
０
年
ご
ろ
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の

燃
料
代
と
同
等
以
下
の
水
素
価
格
の
実
現

●  

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の

水
素
利
活
用

な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

指標名 平成32年度
（2020年度）

平成42年度
（2030年度）

水素ステーション
の設置数 1か所 ２か所

燃料電池自動車、
水素自動車数
（燃料電池バスを含む）

900台 4,000台

定置用燃料電池数
（エネファームなど） 1,400台 5,100台

※市水素利活用構想より

■ 基本指標

水素エネルギーで未来を拓
ひら

く

水素先進都市
「周南」

キッズ
あつま

れー！

日時　12月7日（日）9時30分～16時
場所　周南地域地場産業振興センター
内 容　燃料電池自動車の展示、水素自動車の
試乗、キッズ科学実験（水素を作ろう）ほか

水素
エネルギー
体験フェスタ

■ 水素ステーション完成イメージ

燃料電池自動車の展示水素で走るミニカー

初 平成26年７月にオープンした尼崎水素ステーション



徳山東IC
料金所

液化水素
製造拠点施設

国
道２号

線

水素ステーション
周辺モデル
水素ステーションエリア

地方卸売市場での燃料電池フォークリ
フト活用の検討、水素学習コーナーの
設置など

観光地モデル
動物園エリア

動物園での定置用燃
料電池の活用、普及・
啓発活動の実施など

都市部モデル 中心市街地エリア

公共施設での定置用燃料電池の活用、
燃料電池自動車の導入など

▲各施設の非常
用電源として
の使用

水素ステーション
（液化水素）
平成27年春完成予定

高速道路

徳山駅

周南緑地

地方卸売
市場

徳山動物園

市役所

2014.12.13

ま
た
県
に
お
い
て
も
、水
素
を
活
用
し

た
産
業
振
興
を
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
け
、水
素
に
関
す
る
研
究
開
発
や

事
業
化
へ
の
支
援
に
、積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

市
の
水
素
利
活
用
の
取
り
組
み

 

　
状
況

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
は
、苛
性
ソ
ー

ダ
の
製
造
工
場
で
、純
度
の
高
い
水
素
が

た
く
さ
ん
発
生
し
て
お
り
、本
市
は
全
国

有
数
の
水
素
発
生
都
市
で
す
。昨
年
の
６

月
か
ら
、国
内
で
３
か
所
目
と
な
る
液
化

水
素
の
製
造
工
場
が
、操
業
を
開
始
し
て

い
る
ほ
か
、圧
縮
水
素
を
製
造
す
る
工
場

も
立
地
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
昨
年
度
、市
内
企
業
を
は
じ
め
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
企
業
や
自
動
車
・
燃
料

電
池
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
関
係
者
の
参
加
に

よ
る
、周
南
市
水
素
利
活
用
協
議
会
を
設

置
し
、水
素
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
４
月
に
は
、今
後
の
取
り
組
み
の

指
針
と
な
る
、市
水
素
利
活
用
構
想
を
策

定
し
、現
在
、施
策
を
よ
り
具
体
的
に
進

め
る
た
め
の
水
素
利
活
用
計
画
の
策
定
に

向
け
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

　 
未
来
を
拓ひ

ら

く

今
後
の
取
り
組
み
の
核
と
な
る
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、地
方

卸
売
市
場
内
に
水
素
学
習
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
啓
発
の
場

と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、い
よ
い
よ
発
売
と
な
る
燃
料
電
池

自
動
車
の
普
及
促
進
を
は
じ
め
、近
い
将

来
の
実
用
化
が
見
込
ま
れ
る
燃
料
電
池
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
、水
素
を
直
接
燃
料
と
し

て
使
う
燃
料
電
池
を
市
内
の
施
設
に
導
入

し
て
実
証
を
行
う
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
実
施
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

と
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

水素

燃料電池

空気

コントロールユニット

バッテリー

水（水蒸気）

水素水素タンク

モーター

問
合
せ
　
商
工
振
興
課
企
業
活
動

戦
略
室
☎
０
８
３
４‐22‐８
２
２
３

■ 燃料電池自動車のしくみ

※出典/水素供給・利用技術研究組合「燃料電池自動車」

災害時などの非常用電源としての使用も期待されます

周南市長
木村健一郎

　いよいよ来年、市内を燃
料電池自動車が走り、公共
施設では定置用燃料電池の
実証実験も予定されるな
ど、水素のまちづくりが本格
的に動き始めます。
　本市の取り組みは、地方
都市のモデルケースとして
全国が注目する、未来へ向
けた大きなチャレンジです。
　地域資源である水素の利
活用が、これからの市の発
展に大きく寄与するものと
信じています。

■ 地域づくりモデルのイメージ

これからは
水素の時代だね！

水素社会の
実現に向けて



◆
選
挙
区

衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、小
選
挙
区
選

挙
と
比
例
代
表
選
挙
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ

の
選
挙
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■ 

小
選
挙
区
選
挙
　
▼
山
口
県
第
１
区
…

徳
山
・
新
南
陽
・
鹿
野
地
域
に
住
民
票

が
あ
る
人
▼
山
口
県
第
２
区
…
熊
毛
地

域
に
住
民
票
が
あ
る
人

※ 
11
月
17
日（
月
）ま
で
に
、熊
毛
地
域
へ

の
転
居
、ま
た
は
熊
毛
地
域
か
ら
転
居

し
た
場
合
は
、選
挙
区
が
変
わ
り
ま
す
。

■
比
例
代
表
選
挙
　
中
国
選
挙
区

◆
投
票
で
き
る
人

投
票
す
る
た
め
に
は
、選
挙
管
理
委
員

会
が
作
成
す
る
、選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
回
の
選
挙
で
登
録
さ
れ
る
人
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

■ 

年
齢
要
件
　
平
成
６
年
12
月
15
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

■ 

住
所
要
件
　
９
月
１
日（
月
）ま
で
に
、

本
市
に
転
入
届
を
し
て
、引
き
続
き
本

市
に
在
住
す
る
人

※ 

９
月
２
日（
火
）以
降
に
、他
市
町
村
か

ら
本
市
に
転
入
し
た
人
は
、転
入
前
の

市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
、そ
の
市
町
村
で
投
票
が
で
き

ま
す
。ま
た
、本
市
か
ら
他
市
町
村
に

転
出
し
た
人
は
、本
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、本
市
で
投
票

が
で
き
ま
す
。

◆
投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
、12
月
２
日（
火
）ま

で
に
郵
送
し
ま
す
。

入
場
券
は
、１
人
１
枚
で
す
。自
分
の

入
場
券
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、投
票

所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、入
場
券
は
同
じ
家
族
の
人
で

も
、別
の
日
に
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、選
挙
管

理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、紛
失
し

た
り
し
た
場
合
で
も
、選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。投
票

所
で
、そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
投
　
票

■ 

投
票
時
間
　
７
時
〜
20
時（
一
部
投
票
区

（
投
票
所
）を
、除
く
）

■ 
投
票
所
　
投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て

い
ま
す
。

※ 

市
内
で
転
居
し
た
人
で
、11
月
17
日

（
月
）ま
で
に
転
居
の
異
動
を
届
け
出
た

人
は
、転
居
先
の
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、11
月
18
日（
火
）以
降

に
異
動
を
届
け
出
た
人
は
、旧
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

周
陽
投
票
区
の
投
票
所
は
、周
陽
小
学

校
西
校
舎
か
ら
同
体
育
館
に
、岐
山
投
票

区
の
投
票
所
は
、岐
山
小
学
校
正
面
玄
関

ホ
ー
ル
か
ら
同
体
育
館
に
、大
道
理
下
投

票
区
の
投
票
所
は
、大
道
理
公
民
館
か

❶ 小選挙区の投票
小 選挙区　候補者の氏名を１人だけ書いて、投票箱に
入れます。

　　　　　　　　
❷  比例代表と国民審査の投票
　  （投票用紙を同時に渡します）
比 例代表　政党の名称を１つだけ書いて、投票箱に入
れます。
国 民審査　裁判官の氏名が印刷されていますので、辞
めさせた方がよいと思う裁判官については、その氏
名の上欄に×印を書きます。辞めさせなくてよいと
思う裁判官については、何も書かないで、投票箱に
入れます。

■投票時の注意
　投票用紙に余分なことを記入すると、その投票は無
効になることがありますので注意してください。

投 票 の 順 序 と 方 法 は？

■各戸配布地域　▼徳山地域…中央地区、関門地区、遠石
地区、秋月地区、周陽地区、桜木地区、今宿地区（水上は除
く）、岐山地区（栄谷、堀越・押谷、小野は除く）▼久米支所管
内（譲羽上、譲羽下、鋳治谷、柳沢、滑松ヶ甲、都叶、落合は
除く）▼櫛浜支所管内（鼓海、鼓ヶ丘、華西大踏（一部）、奈
切、大浦、居守１～３、桜南、東佐倉、西佐倉は除く）▼菊川支
所管内…下上地区（居守迫は除く）▼新南陽地域（和田支所
管内は除く）
■新聞折込地域　▼徳山地域…栄谷、堀越・押谷、小野、水
上▼久米支所管内…譲羽上、譲羽下、鋳治谷、柳沢、滑松ヶ
甲、都叶、落合▼櫛浜支所管内…鼓海、鼓ヶ丘、華西大踏
（一部）、奈切、大浦、居守１～３、桜南、東佐倉、西佐倉▼鼓
南支所管内▼菊川支所管内…四熊地区、小畑地区、加見地
区、下上地区の居守迫▼夜市支所管内▼戸田支所管内▼
湯野支所管内▼大津島支所管内▼向道支所管内▼長穂支
所管内▼須々万支所管内▼中須支所管内▼須金支所管内
▼和田支所管内▼熊毛地域▼鹿野地域

配布方法別「選挙公報・審査公報」配布地域

衆議院議員選挙と
最高裁国民審査

　投票所入場券を持参して、
投票をしてください。
　投票日に、投票ができない
人は、期日前投票や不在者投
票を利用してください。
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ら
、大
道
理
夢む

　く求
の
里
交
流
館
に
変
わ
り

ま
す
。

■
代
理
投
票

体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
、文
字
が

書
け
な
い
人
は
、投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。投
票
所
の
補
助
員
が
代
筆
し
ま
す
。

な
お
、投
票
の
秘
密
は
、固
く
守
ら
れ

ま
す
。

■
点
字
投
票

目
が
不
自
由
な
た
め
、点
字
で
投
票
し

た
い
人
は
、投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。点
字
投
票
用
紙
を
交
付
し
ま
す
。

◆
選
挙
公
報
と
審
査
公
報

■
配
布
方
法

候
補
者
の
氏
名
や
経
歴
、政
見
な
ど
を

掲
載
し
た
選
挙
公
報
と
最
高
裁
国
民
審

査
公
報
を
、業
者
に
よ
る
各
戸
配
布
、ま

た
は
新
聞
折
込（
朝
日
、読
売
、毎
日
、中

国
、日
本
経
済
）に
よ
り
、配
布
し
ま
す
。

（
配
布
方
法
別「
選
挙
公
報
・
審
査
公
報
」

配
布
地
域
を
参
照
）

な
お
、新
聞
折
込
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
で
、新
聞
５
紙
の
い
ず
れ
も
購
読
し
て

い
な
い
人
は
、別
途
郵
送
し
ま
す
の
で
、申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
初
回
の
み
で
、以
後
、選

挙
公
報
を
発
行
す
る
選
挙
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
郵
送
し
ま
す
。

選
挙
公
報
と
審
査
公
報
は
、市
役
所
本

庁
舎
や
各
総
合
支
所
、各
支
所
、各
公
民

館
な
ど
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
み
　
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
、電
話
・
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
、選

挙
管
理
委
員
会

事
務
局
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
開
　
票

開
票
は
、12
月
14
日（
日
）に
、山
口
県
第

１
区
は
21
時
30
分
か
ら
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ

ジ
周
南
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
、第

２
区
は
21
時
15
分
か

ら
ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛

東
館
で
行
い
ま
す
。

投票日は
12月14日（日）

仕事や旅行、病気などで、どうしても
投票日に投票できない人は、選挙管理
委員会が設置する期日前投票所で期日
前投票ができます。その際、期日前投票
所で、投票日当日に投票できない見込
みである、宣誓書の記入が必要です。
宣誓書は、ホームページからダウンロー
ドして事前に記入することもできます。
時間　8時30分～20時
場 所　選挙管理委員会、新南陽総合支所、ゆめプラザ熊毛、鹿野総合支所
受 付範囲　●選挙管理委員会…市内全域の人●新南陽・鹿野総合支
所…小選挙区が山口県第１区（徳山・新南陽・鹿野地域）の人●ゆめ
プラザ熊毛…小選挙区が山口県第２区（熊毛地域）の人
※上記以外の場所では、期日前投票は受け付けていません。

持参物　投票所入場券
　※ 入場券が届いていない場合や紛失した場合でも、選挙人名簿に登

録されていれば投票できます。

次の理由で、投票日の投票や期日前投票ができない人は、不在者投
票ができます。
■ 不在者投票ができる指定施設や病院に入所・入院中の場合（市外も含む）
市内では、次の指定施設や病院に申し出ると、そこで不在者投票が

できます。
指 定施設　きさんの里、悠久の里、鼓海園、友愛園、やすらぎ苑、福寿
荘、天王園、やまなみ荘、なごやか熊毛、セラヴィ徳山、ひまわり苑、温
泉の里、春の里、ゆめ風車、鼓澄苑、さつきの里
指 定病院　徳山医師会病院、徳山中央病院、泉原病院、周南病院、徳
山静養院、周南高原病院、周南リハビリテーション病院、湯野温泉病
院、新南陽市民病院、鹿野博愛病院
■ 長期出張や里帰りなどで他市町村に滞在し、投票に帰ってこられな
い場合
本人や家族などが、選挙管理委員会に投票用紙の請求をすることが

できます。
請求があったときは、直接滞在地に投票用紙と必要書類を郵送しま

す。滞在地の選挙管理委員会で投票してください。郵送には時間がか
かります。早めに請求してください。
■ 重度の身体障害者または介護保険の要介護5で自宅療養中などの場合
身体障害者手帳または戦傷病者手帳を持ち、その障害の程度が一定

の要件に当てはまる人や介護保険の被保険者証を持ち、要介護5の認
定を受けている人には、郵便等投票証明書を交付します。
証明書の交付を受けている人は、12月10日（水）までに投票用紙などを
請求すると、自宅で投票し、郵送できます。また、代理記載制度もあります。
詳しくは、選挙管理委員会に問い合わせてください。

期日前投票ができます

市
民
館

↑
国
道
２
号

徳
山
駅
↓

岐
山
通

県道下松新南陽線

中央
図書館

期日前投票は
1階会議室です
選挙管理
委員会
市役所本庁舎 本館

西本館

東本館

入口
駐車場P

駐車場P

郵便局

問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
５
２
１
・

０
８
３
４‐
22
‐
８
５
２
８

こんなときは不在者投票ができます

期
　
日

期日前投票・
不在者投票は

衆議院議員選挙

12月3日（水）～13日（土）まで
最高裁国民審査
12月7日（日）～13日（土）まで

2014.12.15
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な
お
、国
会
は
、平
成
25
年
12
月
に
、障

害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の
批
准
を
承

認
し
ま
し
た
。

 

目
的

こ
の
法
律
は
、障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な

事
項
や
、国
の
行
政
機
関
、地
方
公
共
団

体
な
ど
や
民
間
事
業
者
に
お
け
る
、障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の

措
置
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。全
て
の

国
民
が
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、相
互
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の

実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

 

制
定
ま
で
の
流
れ

国
連
で
は
、平
成
18
年
12
月
に
、障
害

者
の
権
利
や
尊
厳
を
保
護
し
、取
り
組
み

を
促
進
す
る
た
め
、障
害
者
の
権
利
に
関

す
る
条
約
を
採
択
し
、平
成
20
年
５
月
に

発
効
し
て
い
ま
す
。我
が
国
は
、平
成
19
年

９
月
に
署
名
し
、こ
れ
ま
で
に
、条
約
の
締

結
に
向
け
た
国
内
法
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、平
成
23
年
に
改
正
さ
れ
た

障
害
者
基
本
法
第
４
条
に
基
本
原
則
と
し

て
規
定
さ
れ
た
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
、

よ
り
具
体
的
な
規
定
を
示
し
、そ
れ
が
遵

守
さ
れ
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
な
ど
を

定
め
る
た
め
、障
害
者
差
別
解
消
法
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

 

概
要

こ
の
法
律
で
は
、主
に
次
の
こ
と
を
定

め
て
い
ま
す
。

● 

国
の
行
政
機
関
、地
方
公
共
団
体
な
ど

や
民
間
事
業
者
に
よ
る
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
を
禁
止
す
る
こ
と
。

● 

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
政
府
全
体
の
方
針
を
示
す
基
本

方
針
を
作
成
す
る
こ
と
。

● 

行
政
機
関
・
分
野
ご
と
に
、障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
具
体
的
内
容
を
示
す

対
応
要
領
・
指
針
を
作
成
す
る
こ
と
。

ま
た
、相
談
や
紛
争
防
止
の
た
め
の
体

制
の
整
備
、障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

解
消
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
の
支
援

措
置
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

 

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

障
害
を
理
由
と
し
て
、正
当
な
理
由
な

く
、サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、制

限
し
た
り
、条
件
を
付
け
た
り
す
る
よ
う

な
行
為
で
す
。

ま
た
、障
害
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の

配
慮
を
求
め
る
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
、

社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
必
要
で

合
理
的
な
配
慮（
以
下「
合
理
的
配
慮
」と

い
う
）を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ

う
し
た
配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
で
、障
害

の
あ
る
人
の
権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
場

合
も
、差
別
に
当
た
り
ま
す
。

な
お
、知
的
障
害
な
ど
に
よ
り
、本
人

自
ら
の
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、そ
の
家
族
な
ど
が
本
人
を
補

佐
し
て
意
思
の
表
明
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

障
害
を
理
由
と
す
る
不
当
な
差
別
的
取

り
扱
い
と
は
？

障
害
を
理
由
と
し
て
、サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
入
店
を
拒
否
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、障
害
が
あ
る
と
い
う
理
由
だ

け
で
、ア
パ
ー
ト
の
部
屋
を
貸
し
て
も
ら

え
な
い
、車
い
す
使
用
者
だ
か
ら
と
い
っ
て

お
店
に
入
れ
な
い
こ
と
な
ど
は
、障
害
の
な

い
人
と
違
う
扱
い
を
受
け
て
い
る
の
で
、不

当
な
差
別
的
取
り
扱
い
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。た
だ
し
、他
に
方
法
が
な
い
場
合

な
ど
は
、不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
に
な

障
害
者
差
別
解
消
法
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

全
て
の
国
民
が
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
な
く
、相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生

す
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、障
害
者
差
別
解
消
法
が
制

定
さ
れ
、平
成
28
年
4
月
に
施
行
さ
れ
ま
す
。



ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

合
理
的
配
慮
と
は
？

聴
覚
障
害
の
あ
る
人
と
の
筆
談
や
視
覚

障
害
の
あ
る
人
へ
の
文
書
の
読
み
上
げ
な

ど
、ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
で
助
か
る
人
が
い

ま
す
。

合
理
的
配
慮
と
は
、障
害
の
あ
る
人
が

日
常
生
活
や
社
会
生
活
で
受
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
制
限
を
も
た
ら
す
原
因
と
な
る
社
会

的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
、障
害
の
あ

る
人
に
対
し
、個
別
の
状
況
に
応
じ
て
行

わ
れ
る
配
慮
で
す
。

役
所
や
会
社
・
お
店
な
ど
が
、障
害
の

あ
る
人
に
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
も

差
別
と
な
り
ま
す
。

要約筆記とは、聴覚に障
害のある人に話の内容、会
議の進行などをリアルタイ

ムで文字通訳する筆記通訳のことです。要約筆記に
は、ノートテーク（手書き）、パソコン要約筆記などがあ
ります。市では、聴覚に障害のある人が公共機関、病
院、金融機関などでの円滑な意思疎
通を行うために、要約筆記者を派遣し
ています。利用料は無料です。

障害のある人にとって、日常生活や社会生活を送る上で
障壁となるようなものを指します。
● 社会における事物（通行・利用しにくい施設、設備など）
●制度（利用しにくい制度など）
● 慣行（障害のある人の存在を意識しない慣習、文化など）
●観念（障害のある人への偏見など） 
などが挙げられます。

社会的障壁とは？

・・・。・・・。・・・。

■ ホームページ

ホームページ読み上げソフ
トで読むことができるのは、
文章の部分に
限られます。

■ 書類

難しい漢字ば
かりでは、理解
しづらい人も
います。

■ 街なかの段差

わずかと思えるような段差でも車いすは進
めなくなります。

知っていますか？
要約筆記

2014.12.17

Ｑ合理的配慮の具体的な例を教えてください。

Ａ個別のケースで異なりますが、典型的な例と
しては、車いすの人が乗り物に乗る時に手助

けをすることや、窓口で障害のある人の障害の特性
に応じたコミュニケーション手段（聴覚障害のある人
への筆談、視覚障害のある人への読み上げなど）で
対応することなどが挙げられます。

Ｑ日常生活の中で、個人的に障害のある人と
接するような場合も、この法律の対象にな

るのですか。また、個人的な思想や言論も規制され
るのでしょうか？

Ａこの法律では、国の行政機関や地方公共団
体、民間事業者などを対象にしており、一般

の人が個人的な関係で障害のある人と接するような
場合や、個人の思想、言論といったものは、対象にし
ていません。

Ｑ民間事業者による取り組みがきちんと行わ
れるようにする仕組みはあるのでしょう

か？また、違反した場合、罰則が科せられるのでし
ょうか？

Ａ同一の民間事業者によって、繰り返し障害を
理由とする差別が行われ、自主的な改善が期

待できない場合などには、担当大臣が、民間事業者
に対し、報告を求めることや、助言・指導、勧告を行う
ことができることにしています。民間事業者が虚偽の
報告をしたり、報告を怠ったりしたような場合には、
罰則（20万円以下の過料）の対象になります。

Ｑ行政機関が、不当な差別的取り扱いを行っ
たり、合理的配慮を行わないときの相談窓

口はどこですか？

Ａ行政機関の職員の対応に問題がある場合
は、その職員が所属する行政機関の苦情相

談の窓口に申し出ることが考えられます。そのほか、
行政相談委員による行政相談や、人権に関わる相談
であれば、法務局や地方法務局などに相談すること
も考えられます。

Ｑ障害のある人に対する雇用における差別
も、この法律の対象になるのですか？

Ａ雇用の分野における差別については、相談や
紛争解決の仕組みを含め、障害者雇用促進

法に定めるところによります。

障害者支援課▼障害者差別解消法…障
害者支援担当☎0834-22-8463▼要
約筆記…障害者福祉担当☎0834-22-
8387・ 0834-22-8464

問合せ

障害者差別解消法

なんでもQ&A



市
長

随
想

みんなのひろば

「
中
心
市
街
地
の
中
で
、戦
後

い
ち
早
く
復
興
し
た
ぴ
ー

え
っ
ち
ど
お
り
は
、平
和
通
り
と
御

幸
通
り
を
結
ぶ
幸
先
の
い
い
場
所
で

す
。魅
力
あ
る
お
店
が
多
い
の
は
も

ち
ろ
ん
、車
道
と
歩
道
の
段
差
が
な

く
、誰
も
が
過
ご
し
や
す
い
の
で
、よ

り
発
展
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま

す
」と
話
す
の
は
、キ
ャ
ン
ド
ル
ガ
ー

デ
ン
in
Ｐ
Ｈ
通
り
実
行
委
員
会
の

森
川 

駿
さ
ん
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、２
０
０
９
年
か

ら
、毎
年
12
月
に
行
わ
れ
て
お
り
、今

年
は
12
月
13
日（
土
）に
開
催
。通
り

の
一
部
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
、

２
０
０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
と
も

し
、店
舗
や
施
設
で
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。「
今
年
の
テ
ー
マ

は
ア
ー
ト（
芸
術
）で
す
。そ
れ
に
ち

な
み
、子
ど
も
た
ち
に
描
い
て
も
ら

う
世
界
一
大
き
な
絵
を
は
じ
め
、作

家
が
１
枚
ず
つ
絵
を
描
い
て
完
成
さ

せ
る
絵
本
や
、映
像
作
品
を
展
示

し
、コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
ま
す
」と

森
川
さ
ん
は
話
し
ま
す
。今
年
は
、

通
り
に
店
舗
を
構
え
る
人
た
ち
が
中

心
に
な
り
、会
場
に
と
も
す
キ
ャ
ン

ド
ル
を
作
る
な
ど
、新
し
い
試
み
も

行
い
ま
し
た
。

　「
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、ど
ん

な
お
店
が
あ
る
か
知
っ
て
も
ら
い
、

ま
た
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
。今

後
は
、街
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
イ
ベ

ン
ト
を
継
続
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整

え
、よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
街
の
魅

力
を
伝
え
た
い
で
す
」と
森
川
さ
ん

は
話
し
、さ
ら
に
準
備
に
力
を
注
ぎ

ま
す
。

イベントは17時30分～20時30分に行われ、さまざ
まな催しや食べ物のコーナーがあります

ぴーえっちどおりから、
街の魅力を発信したい

「
夢
を
求
め
る
」と
書
い
て「
む
く
」

と
読
み
ま
す
。

休
校
中
の
大
道
理
小
学
校
の
校

舎
を
利
用
し
て
整
備
さ
れ
た
大
道

理
地
区
の
新
た
な
拠
点
施
設
の
名

称
は
、校
庭
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
ム

ク
ロ
ジ
の
木
に
ち
な
ん
で「
夢
求
の
里

交
流
館
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

老
朽
化
し
た
向
道
支
所
、大
道
理

公
民
館
の
機
能
も
引
き
継
い
だ
こ

の
施
設
は「
大
道
理
を
よ
く
す
る
会
」

の
皆
さ
ん
と
市
が
一
緒
に「
夢
」を
形

に
す
る
た
め
の
話
し
合
い
を
重
ね
て

実
現
し
た
も
の
で
す
。

地
域
の
抱
え
る
課
題
に
対
し
て

こ
の
施
設
の
活
用
に
よ
り
何
が
で
き

る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、整
備
の
前

か
ら
地
元
が
主
体
と
な
っ
て
検
討
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
結

果
、10
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
早
速
、

高
齢
者
の
買
い
物
や
通
院
を
支
援

す
る「
も
や
い
便
」の
運
行
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
試
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

私
は「
夢
求
の
里
」と
い
う
言
葉
に

込
め
ら
れ
た
地
元
の
皆
さ
ん
の
熱
い

思
い
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。施
設
の
名
称
の
よ
う
に「
夢
を

追
い
求
め
る
活
動
」が
、一
層
活
発
化

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は
、一

律
の
支
援
で
は
な
く
、各
地
域
の
実

情
や
取
り
組
み
の
段
階
に
応
じ
た

き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
地
域
の
頑
張
り
が
実
を
結

べ
ば
、そ
れ
が
お
手
本
と
な
り
、地
域

づ
く
り
の
連
鎖
は
市
内
の
隅
々
ま

で
広
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

31
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
そ
れ
ぞ
れ

に
特
色
を
生
か
し
た
色
と
り
ど
り
の

花
が
咲
き
誇
る
、そ
ん
な
周
南
市
を

理
想
と
し
て
掲
げ
、市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

夢む

求く

の
里
交
流
館周

南
市
長  

木
村
健
一
郎
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森
もり　かわ

川 駿
はやお

さん

キャンドルガーデン in PH通り実行委員会
委員長



　

国道315･376号線沿いの17の会場で、朝市やイベント
を行う祭りが今年も行われました。鹿野地域の採れたて野
菜や満開の植木鉢をはじめ、つきたての杵つき餅も並んだ
菜さいきんさい！しゃくなげ店では、わさびむすびなどの地
元ならではの特産品も販売。会場は多くの人でにぎわい、
皆さんは豊かな秋の恵みを満喫していました。

PHOTOdeShunan
ふぉとde周南

市 民 の 皆 さ ん の 活 動 に 大 接 近！

国道でつなぐ、秋の里山収穫祭

徳山湾に臨む晴海親水公園で、のんた祭ザ･ファイ
ナルが開催されました。会場では、夜景○×クイズや美
味グランプリ、キャラクターショーなど、さまざまな催し
が行われました。中でも、熱気球の乗船体験が人気
を集め、多くの人が空からの景色に大興奮。祭
りは夜遅くまで行われ、訪れた皆さんは
充実した秋の1日を過ごしました。

空からも楽しむ、秋の一大祭り

地元の特産品などが数多く並ぶ物産展が、今年も開催さ
れました。会場では、多彩なステージイベントの他、パトカー
と白バイ展示や、卵のつかみどり大会なども行なれました。
特に人気を集めたミニSL乗車体験では、白い蒸気を上げ
て走るミニSLに、子どもたちは大喜び。２日間かけて行われ
た催しには、多くの皆さんが訪れ、大いににぎわいました。

ふるさとの魅力に触れる、２日間

周南ふるさとふれあい物
産展

場所：新南陽ふれあいセンター
・新南陽野球場周辺11

2・3

周南こどもゆめまつり 
in くまげ

場所：ゆめプラザ熊毛
 10

26

空からも楽しむ 秋の 大祭り

のんた祭 ザ･ファイナ
ル2014

場所：晴海親水公園

子どもを主役にした、参加型の祭りが開催されました。
多彩なステージイベントをはじめ、地域の団体によるさまざ
まな工作体験やゲーム、飲食ブースなどがあり、一部のブ
ースでは地域の中学生や高校生もスタッフとして運営に参
加。会場に訪れた多くの家族連れは、いろいろな世代との
温かい交流を楽しみました。

ルーラル315・376フ
ェスタ

場所：国道315･376
号線沿線

子どもから大人まで楽しく交流！

 10
25

11
8・9

2014.12.19
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ご
み
の
分
別
方
法
の
変
更

本
市
で
は
、平
成
22
年
11
月
か
ら
ご
み

の
分
別
方
法
を
変
更
し
、そ
の
後
、平
成

23
年
４
月
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ペ
ガ

サ
ス
の
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

ご
み
の
分
別
方
法
で
一
番
大
き
く
変
わ

っ
た
点
は
、新
た
に
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、処
理
困
難
物

の
分
別
を
設
け
た
こ
と
で
す
。

ご
み
排
出
量

新
た
な
ご
み
の
分
別
へ
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
、平
成
25
年
度
の
ご
み
排
出
量

は
５
万
12
ト
ン
と
な
り
、リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
ペ
ガ
サ
ス
稼
働
前
の
平
成
22
年
度
に

比
べ
、約
８
５
０
０
ト
ン
、率
に
し
て
約
15

パ
ー
セ
ン
ト
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

ご
み
再
資
源
化
量
と
ご
み
再
資
源
化
率

平
成
25
年
度
の
ご
み
再
資
源
化（
リ
サ

イ
ク
ル
）量
は
２
万
１
０
１
９
ト
ン
で
、ご
み

再
資
源
化
率（
ご
み
全
体
に
占
め
る
再
資

源
化
の
割
合
）は
、42
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

（
焼
却
施
設
で
の
発
電
利
用
分
を
除
く
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ペ
ガ
サ
ス
稼
働
前

の
平
成
22
年
度
と
比
べ
る
と
、ご
み
再
資

源
化
量
は
約
３
３
０
０
ト
ン
増
加
、ご
み

再
資
源
化
率
は
約
12
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し

ま
し
た
。

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

再資源化量

（速報値）
（t）

その他（焼却・埋立など）

17,699（30.2%)

20,230（38.6%）

20,945（41.4％）

21,019（42.0％）

17,699（30.2%)

20,230（38.6%）

20,945（41.4％）

21,019（42.0％）

40,816

32,136

29,648

28,993

58,515

52,366

50,593

50,012

その他
（焼却、埋立など）

28,993

その他
（焼却、埋立など）

40,816

古紙
金属（缶を含む）

びん
ペットボトル
衣類

乾電池、蛍光管など
セメント原料化
固形燃料化
団体回収

再資源化量
21,019t（42.0％）

プラスチックなど
681t

平成22年度
（ペガサス稼働前）

平成22年度
（ペガサス稼働前） 平成25年度平成25年度

プラスチックなど
2,976t

再資源化量
17,699t（30.2％）

■ごみ排出量と再資源化量の推移

■ごみ再資源化量など（t）

ごみの量と処理経費平成
25年度

平成25年度のごみ処理の状況をお知らせします。
市民の皆さんの協力により、ごみ排出量の削減・再資源化量の増加・
最終処分量の削減について、着実な成果が上がっています。
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ご
み
処
理
経
費

平
成
25
年
度
の
ご
み
処
理
に
係
る
歳
出

（
起
債
償
還
額
に
係
る
も
の
は
除
く
）は
、

約
24
億
円
で
あ
り
、ご
み
処
理
に
係
る
歳

入
は
、約
３
億
１
０
０
０
万
円
で
し
た
。

こ
の
額
を
基
に
、市
民
１
人
当
た
り
の

ご
み
処
理
経
費
を
計
算
す
る
と
、年
間
で

約
１
万
４
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、今
後
も
ご
み
再
資
源
化
量
の

増
加
と
、ご
み
最
終
処
分
量
の
削
減
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
同
時
に
、経
費
の

削
減
に
つ
い
て
も
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、適
正
な
分
別
へ
の
協
力
　

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
再
資
源
化
量
の
う
ち
、大
き
く
増

加
し
た
も
の
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
再

資
源
化
量
で
す
。

平
成
22
年
度
は
６
８
１
ト
ン
で
あ
っ
た

も
の
が
、平
成
25
年
度
は
２
９
７
６
ト
ン
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、そ

の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
が
始
ま
っ
た

こ
と
に
よ
り
、以
前
は
多
く
を
埋
め
立
て

し
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
、再
資

源
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

ご
み
最
終
処
分
量（
埋
立
量
）

ご
み
再
資
源
化
量
が
増
加
し
た
こ
と

で
、平
成
25
年
度
の
ご
み
最
終
処
分
量（
埋

立
量
）は
、平
成
22
年
度
と
比
べ
る
と
、約

１
万
ト
ン
、率
に
し
て
約
75
パ
ー
セ
ン
ト
減

少
し
ま
し
た
。

■１ｔ当たりのごみ処理経費など
経費額 内訳

１ｔ当たりのごみ処理経費 41,689円（ごみ処理歳出－特定財源歳入）÷50,012ｔ（事業系を含むごみ排出量）
１ｔ当たりの収集運搬経費 21,474円（収集運搬費－収集運搬費特定財源歳入）÷35,925ｔ（定期収集量＋粗大ごみ収集量）

■１人当たりのごみ処理経費など
経費額 内訳

１人当たりのごみ処理経費 14,002円（ごみ処理歳出－特定財源歳入）÷148,908人（平成26年3月31日現在）
１人当たりの収集運搬経費 5,181円（収集運搬費－収集運搬費特定財源歳入）÷148,908人（平成26年3月31日現在）

（t）

7,163

4,898

3,412

0 3,000 6,000 9,000 12,000 15,000

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度
（速報値）

13,326

平平成成２２５５年年度度 ごごみみ処処理理経経費費

問
合
せ
　
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
計
画

担
当
☎
０
８
３
４‐61‐０
３
２
４・

０
８
３
４‐62‐０
７
２
０・

recyc
le@
city.shunan.lg.jp

■最終処分量(埋立量)の推移

今
後
、燃
や
せ
る
ご
み
処
理
施
設

を
順
次
統
合
し
ま
す
。こ
れ
に
伴

い
、現
行
の
各
地
域
専
用
燃
や
せ
る

ご
み
袋
の
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
、

全
市
共
通
燃
や
せ
る
ご
み
袋
を
販

売
し
ま
す
。

な
お
、現
行
の
各
地
域
専
用
燃
や

せ
る
ご
み
袋
は
、今
後
も
引
き
続
き

使
用
で
き
ま
す
。資
源
の
有
効
利
用

の
た
め
、先
に
そ
ち
ら
か
ら
購
入
、

使
用
す
る
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

燃
や
せ
る
ご
み
袋
の

様
式
を
統
一

燃やせるごみ

周南市

燃やせるごみ
（徳山地域専用）

周南市

燃やせるごみ
（新南陽・
鹿野地域専用）

周南市

燃やせるごみ
（熊毛地域専用）

周南市

全市共通

リサイクルプラザペガサス
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歳出
106億
8,585万円

1億8,272万円
その他
1億8,272万円
（1.7％）

総務費
2億
2,255万円
（2.1％）

保険給付費
100億5,773万円
（94.1％）

地域支援事業費
2億2,285万円
（2.1％）

歳入
109億
5,283万円

介護保険料
22億
6,523万円
（20.7％）

基金繰入金
6,677万円
（0.6％）

支払基金交付金
29億4,102万円
（26.9％）

国庫支出金
24億9,188万円
（22.7％）

県支出金
15億3,783万円
（14.0％）

市負担金
15億3,379万円
（14.0％）

繰越金
1億595万円（1.0％）

諸収入
1,036万円
（0.1％）

介
護
保
険
の

収
支
状
況

問
合
せ

高
齢
者
支
援
課
介
護
給
付
・
保
険
料

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
４
６
７

Q 介護保険サービスは、どのような体
の状態になると利用できますか？

A 日常生活において、次のような基本
的な動作が自分1人では難しくな

り、誰かの手助けを必要とする状態になっ
た高齢者が対象になります。
具体例
● 自力で、起き上がり、歩行、寝返りなどが
できなくなった
●調理や食事の摂取が難しくなった
● 認知症などから短期記憶、理解、意思の
伝達などが難しくなった
● 昼夜徘徊し、自身の居場所さえ分からな
くなった　など
なお、介護保険サービスを利用するときは、
申請をして要介護認定を受ける必要があり
ます。認定をするにあたり、市は訪問調査な
どを行います。その後、介護認定審査会に
おいて要介護状態区分の判定をし、結果を
通知します。
不明な点があれば、気軽に相談してください。

　
介
護
保
険
と
は
、被
保
険
者（
65
歳
以
上
は
1
号
被
保
険
者
、40
歳
以
上
65
歳
未
満
は
2

号
被
保
険
者
）で
、介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
人
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
人
は
も
と
よ
り
、そ
の
周
囲
の
人
の
負
担
を
、少
し
で
も
軽
減
す
る

と
い
う
両
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
の
介
護
保
険
特
別
会
計
の
収
支
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
歳
出
の
総
額
は
、１
０
６
億
８
５
８
５
万

円
で
す
。

● 

保
険
給
付
費
…
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
と
き
の
費
用（
９
割
分
）や
自

己
負
担
額
が
一
定
額
を
超
え
高
額
に
な

っ
た
場
合
に
被
保
険
者
に
支
払
う
費
用

な
ど
で
す
。

こ
の
給
付
費
は
歳
出
総
額
の
約
94
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、前
年
度
比
で

約
３
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

● 

地
域
支
援
事
業
…
介
護
予
防
事
業
や

高
齢
者
が
安
心
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く

た
め
の
見
守
り
配
食
事
業
な
ど
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
事

業
費
で
す
。

● 

総
務
費
…
職
員
給
与
費
、事
務
費
や
介
護

認
定
審
査
会
な
ど
の
た
め
の
経
費
で
す
。

● 

そ
の
他
…
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど
の
経

費
で
す
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
２
億
６
６

９
８
万
円
は
次
年
度
に
繰
り
越
し
ま
す
。

　
歳
入
総
額
は
、１
０
９
億
５
２
８
３
万

円
で
す
。

● 

介
護
保
険
料
…
65
歳
以
上
の
人
が
納

め
た
保
険
料
は
22
億
６
５
２
３
万
円

で
、歳
入
総
額
の
約
21
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
す
。

● 

支
払
基
金
交
付
金
…
40
〜
64
歳
の
人

が
納
め
た
介
護
保
険
料
は
29
億
４
１
０

２
万
円
で
、歳
入
総
額
の
約
27
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

 

第
１
お
よ
び
２
号
の
被
保
険
者
の
介
護
保

険
料
を
合
わ
せ
る
と
歳
入
総
額
の
約
48
パ

ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

● 

国
庫
・
県
支
出
金
…
国
・
県
が
保
険
給

付
費
お
よ
び
地
域
支
援
事
業
費
に
対
し

て
、一
定
の
基
準
に
基
づ
き
市
に
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
。

● 

市
負
担
金
…
市
の
一
般
会
計
か
ら
一
定

の
基
準
に
基
づ
き
、介
護
保
険
特
別
会

計
に
繰
り
出
す
も
の
で
す
。

● 

基
金
繰
入
金
…
保
険
給
付
費
な
ど
の

補
て
ん
の
た
め
、介
護
給
付
費
準
備
基

金
か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
状
況

歳
出
の
状
況

平成
25年度
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お
知
ら
せ

対
象
　
交
通
遺
児
の
保
護
者

で
、本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
が
あ
る
人

※ 

保
護
者
が
再
婚（
婚
姻
と
同

様
の
状
態
に
あ
る
場
合
を
含

む
）し
た
場
合
は
、対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

支
給
額
　
▼
激
励
金
…
▽
小
・

中
学
校
お
よ
び
高
校
な
ど
に
就

学
し
て
い
る
交
通
遺
児
１
人
に

つ
き
３
万
円
▽
義
務
教
育
就
学

前
の
交
通
遺
児
１
人
に
つ
き
２

万
円
▼
入
学
祝
い
金
…
小
・
中

学
校
な
ど
に
来
春
入
学
す
る
交

通
遺
児
１
人
に
つ
き
３
万
円
▼

卒
業
祝
い
金
…
中
学
校
な
ど
を

来
春
卒
業
す
る
交
通
遺
児
１
人

に
つ
き
５
万
円

申
請
書
類
　
①
所
定
の
申
請
書

②
死
亡
し
た
交
通
遺
児
の
保
護

者
の
交
通
事
故
証
明
書（
写
し
）

③
死
亡
し
た
交
通
遺
児
の
保
護

者
の
死
亡
診
断
書（
写
し
）④
交

通
遺
児
と
支
給
を
受
け
る
保
護

者
と
の
関
係
を
証
明
す
る
戸
籍

（
除
籍
）全
部
事
項
証
明

※ 

平
成
25
年
度
に
、激
励
金
な

ど
の
支
給
を
受
け
た
人
は
、

②
③
を
省

略
で
き
ま
す
。

申
請
期
限
　
平
成
27
年
１
月
30

日（
金
）

※ 

平
成
27
年
１
〜
３
月
に
交
通

遺
児
の
保
護
者
に
な
っ
た
人

は
、そ
の
事
実
の
発
生
し
た

日
か
ら
１
か
月
以
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
遺
児
す
こ
や
か
基
金

交
通
事
故
に
よ
っ
て
、保
護

者
を
失
っ
た
児
童
な
ど
が
心
身

共
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

を
願
い
、交
通
遺
児
を
激
励
す

る
た
め
に
、交
通
遺
児
す
こ
や

か
基
金
を
設
け
て
い
ま
す
。

趣
旨
に
賛
同
す
る
皆
さ
ん
か

ら
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
ず
れ
も

申
請
場
所
　
交
通
教
育
セ
ン
タ

ー

内
交
通
安
全
対
策
推
進
協

議
会
☎
０
８
３
４‐
28
‐
３
３
１
３

※ 

毎
週
月
曜
日
、12
月
23
日（
祝
）、

28
日（
日
）〜
平
成
27
年
１
月

４
日（
日
）、13
日（
火
）は
休
館

で
す
。

問
合
せ
　生
活
安
全
課
生
活
安
全

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
２
４
０

交
通
遺
児
激
励
金
な
ど
を
支
給

お
知
ら
せ

県
民
手
帳
を
販
売
中

事
前
に
、県
民
手
帳
を
申
し
込
ん

で
い
る
人
は
、代
金
５
０
０
円
を
持
参

し
て
、広
報
情
報
課
や
各
総
合
支
所
、

各
支
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

余
分
が
あ
る
の
で
、希
望
す
る
人
に

代
金
引
き
換
え
で
販
売
し
ま
す
。

問
合
せ
　
広
報
情
報
課
統
計
担
当

☎
０
８
３
４‐22‐８
２
６
３

プ
レ
ミ
ア
ム
付
市
内
共
通
商
品

券
の
使
用
期
限

７
月
に
発
売
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付

市
内
共
通
商
品
券
の
使
用
期
限
は
、

12
月
31
日（
水
）で
す
。商
品
券
を
購

入
し
た
人
は
、早
め
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。使
用
で
き
る
店
舗
は
、ポ
ス

タ
ー
や
、の
ぼ
り
が
目
印
で
す
。

※ 

こ
の
商
品
券
は
、現
金
と
引
き
換

え
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　
▼
商
工
振
興
課
商
工
労

働
担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
７
３

▼
徳
山
商
工
会
議
所
☎
０
８
３
４‐

31
‐
３
０
０
０
▼
新
南
陽
商
工
会
議

所
☎
０
８
３
４‐
63
‐
３
３
１
５
▼
熊

毛
町
商
工
会
☎
０
８
３
３‐
91
‐
０
０

０
７
▼
鹿
野
町
商
工
会
☎
０
８
３
４‐

68
‐
２
２
５
９
▼
都
濃
商
工
会
☎
０

８
３
４‐
88
‐
０
０
１
０

中
小
企
業
勤
労
者
小
口
資
金

貸
付
制
度

対
象
　
▼
県
内
に
在
住
し
、同
一
事

業
所
に
１
年
以
上
勤
続
し
て
い
る
人

▼
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人
▼
資
金

使
途
が
明
確
な
人

貸
付
限
度
額
と
期
間
　
▼
大
学
教

育
資
金
…
３
０
０
万
円
、10
年
以
内

（
う
ち
在
学
期
間
中
で
４
年
以
内
の

据
置
可
）▼
育
児
・
介
護
休
業
資
金

…
１
０
０
万
円
、10
年
以
内（
う
ち

休
業
期
間
中
で
１
年
以
内
の
据
置

可
）▼
冠
婚
葬
祭
・
療
養
資
金
…
１
０

０
万
円
、10
年
以
内
▼
生
活
向
上
資

金
…
１
０
０
万
円
、10
年
以
内
▼
災

害
資
金
…
１
０
０
万
円
、10
年
以
内

（
う
ち
１
年
以
内
の
据
置
可
）

利
率
　
年
１
・
８
パ
ー
セ
ン
ト

償
還
方
法
　
元
利
均
等
月
賦
償
還

（
元
金
償
還
額
の
30
パ
ー
セ
ン
ト
以

内
で
の
ボ
ー
ナ
ス
併
用
可
）

債
務
保
証
　
日
本
労
働
者
信
用
基

金
協
会
の
債
務
保
証

※ 

連
帯
保
証
人
を
求
め
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
込
み
　
中
国
労
働
金
庫

問
合
せ
　
商
工
振
興
課
商
工
労
働

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
７
３
、

県
労
働
政
策
課
労
働
福
祉
班
☎
０

８
３‐
９
３
３‐
３
２
１
０

ワ
ン
ワ
ン
銀
行

生
後
３
週
間
か
ら
３
か
月
ま
で

の
、子
犬
の
譲
渡
会
で
す
。

日
時
　
12
月
21
日（
日
）９
時
〜
10
時

（
小
雨
決
行
、悪
天
候
の
場
合
は
、28

日（
日
）に
延
期
）

※ 

犬
の
譲
渡
が
終
わ
ら
な
い
場
合

は
、12
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

場
所
　
大
迫
田
墓
地
前

問
合
せ
　
環
境
政
策
課
生
活
衛
生
・

簡
易
水
道
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐
８

３
２
２

熊
毛
・
鹿
野
地
域
の
水
道
料
金

な
ど
の
徴
収
業
務
を
委
託

熊
毛
・
鹿
野
地
域
の
簡
易
水
道
料

金
な
ど
の
徴
収
業
務
を
業
者
に
委
託

し
ま
し
た
。

　
な
お
、受
託
業
者
の
従
業
員
は
、

制
服
と
名
札
を
着
用
し
、市
が
発
行

す
る
写
真
付
き
の
従
業
者
証
を
携

省
す
。

2014.12.113

an.lg.jp/

情　報
ひろば



を
所
有
し
て
い
る
人
は
、必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ

ー
、コ
ン
バ
イ
ン
、ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど

※
田
植
え
機
は
、除
き
ま
す
。

申
告
場
所
　
課
税
課
、各
総
合
支
所

税
担
当
、各
支
所

税
額（
年
額
）　
２
０
０
０
円（
平
成

27
年
度
よ
り
）

持
参
物
　
印
鑑
、農
耕
作
業
用
自
動

車
の
種
別
・
車
名
・
型
式
な
ど
が
確

認
で
き
る
も
の

問
合
せ
　
課
税
課
市
民
税
担
当
☎

０
８
３
４‐22‐８
２
７
３

周
南
地
区
衛
生
施
設
組
合
の

建
設
工
事
な
ど
の
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請

周
南
地
区
衛
生
施
設
組
合
が
、平

成
27
・
28
年
度
に
発
注
す
る
工
事
、

お
よ
び
物
品
の
購
入
な
ど
の
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

申
込
み
　
平
成
27
年
1
月
10
日

（
土
）〜
２
月
10
日（
火
）9
時
〜
16
時

30
分（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
、除
く
）

必
着
で
、申
請
書
を
、持
参
・
郵
送

（
82
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
）で
、〒
７
４
４‐０
０
６
１
下

松
市
大
字
河
内
３
４
０
周
南
地
区

衛
生
施
設
組
合
総
務
課
☎
０
８
３
３

‐43‐２
６
３
６

蜜
蜂
飼
育
届
の
提
出

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
人
は
、養
蜂
振

興
法
に
基
づ
き
、毎
年
１
月
１
日
時

点
の
蜜
蜂
の
飼
育
状
況
や
飼
育
計

画
を
記
載
し
た
蜜
蜂
飼
育
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

手
数
料
　
無
料

提
出
　
平
成
27
年
１
月
23
日（
金
）

ま
で
に
、届
出
書
を
、持
参・郵
送
で
、

〒
７
４
５‐
０
０
４
５
徳
山
港
町
1
‐

1
農
林
課
農
政
畜
産
担
当

問
合
せ
　
農
林
課
農
政
畜
産
担
当

☎
０
８
３
４‐22‐８
３
５
６
、県
東
部

家
畜
保
健
衛
生
所
☎
０
８
２
０‐
22
‐

２
４
１
６

相
談

人
権
擁
護
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時
　
12
月
9
日（
火
）９
時
〜
12
時

問
合
せ
　
鹿
野
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
４‐
68
‐
２
３
３
１

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時
　
12
月
9
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
合
せ
　
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
３‐
92
‐
０
０
０
８

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時
　
12
月
18
日（
木
）９
時
〜
12
時

問
合
せ
　
新
南
陽
総
合
支
所
地
域

帯
し
て
い
ま
す
。

受
託
業
者
　
フ
ジ
地
中
情
報

問
合
せ
　
環
境
政
策
課
生
活
衛
生
・

簡
易
水
道
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐
８

３
２
２
、各
総
合
支
所
産
業
土
木
課

▼
熊
毛
…
☎
０
８
３
3
‐
92
‐
０
０
１

９
▼
鹿
野
…
☎
０
８
３
４‐
68
‐
２
３

３
４市

役
所
本
庁
舎
駐
車
場
一
般

開
放
中
止

冬
の
ツ
リ
ー
ま
つ
り
の
協
賛
イ
ベ

ン
ト
会
場
に
な
る
た
め
、期
間
中
、

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場（
正
面
玄
関

側
）の
一
般
開
放
を
中
止
し
ま
す
。

期
間
　
12
月
22
日（
月
）17
時
15
分

〜
23
日（
祝
）

問
合
せ
　
総
務
課
管
理
担
当
☎
０

８
３
４‐
22
‐
８
２
６
１

農
耕
作
業
用
自
動
車
の
申
告

手
続
き

必
ず
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を

受
け
ま
し
ょ
う

乗
用
装
置
が
あ
る
農
耕
作
業
用

自
動
車（
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン

バ
イ
ン
な
ど
）は
、道
路
の
走
行
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、軽
自
動
車
税
の
対

象
に
な
り
、申
告
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト（
緑
色
の
標

識
）の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
車
両

政
策
課
☎
０
８
３
４‐
61
‐
４
２
１
６

鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー

で

開
催

日
時
　
12
月
24
日（
水
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
合
せ
　
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
３‐
92‐０
０
０
８

国
民
健
康
保
険
料

夜
間
納
付
相
談
窓
口

国
民
健
康
保
険
料
を
納
期
限
内
に

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
な
ど

の
、夜
間
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
8
日（
月
）〜
18
日（
木
）

17
時
15
分
〜
19
時（
土
・
日
曜
日
は

除
く
）

場
所
　
保
険
年
金
課

問
合
せ
　
保
険
年
金
課
徴
収
担
当

☎
０
８
３
４‐22‐８
３
１
３

行
政
相
談

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
要
望
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時
　
12
月
9
日（
火
）９
時
〜
12
時

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時
　
12
月
9
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時
　
12
月
18
日（
木
）10
時
〜
12

時
、13
時
〜
15
時

い
ず
れ
も

問
合
せ
　
生
活
安
全
課
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
４‐
22‐８
３
２
０

無
料
法
律
相
談

対
象
　
市
内
に
在
住
す
る
人

日
時
　
12
月
17
日（
水
）9
時
〜
12
時

場
所
　
新
南
陽
総
合
支
所

お
知
ら
せ

新
南
陽
図
書
館
を
、建
設
中
の

「（
仮
称
）学
び
・
交
流
プ
ラ
ザ
」

の
中
に
整
備
中
で
す
。工
事
完

成
後
の
移
転
作
業
の
た
め
、閉

館
し
ま
す
。

期
間
　
12
月
28
日（
日
）〜
平
成

27
年
5
月
中
旬（
予
定
）

※ 

平
成
27
年
1
月
4
日（
日
）

〜
17
日（
土
）は
返
却
受
け
付

け
の
み
、臨
時
開
館
し
ま
す
。

（
開
館
時
間
9
時
30
分
〜
17

時
30
分
、平
成
27
年
1
月
12
日

（
祝
）は
閉
館
）

問
合
せ
　
新
南
陽

図
書
館
☎
０
８
３

４‐
62‐
１
１
５
０

新
南
陽
図
書
館
の
閉
館
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相
談
員
　
弁
護
士

定
員
　
12
人（
受
け
付
け
順
）

申
込
み
　
12
月
9
日（
火
）８
時
30
分

か
ら
、新
南
陽
総
合
支
所
市
民
生
活

課
☎
０
８
３
４‐61‐４
１
０
４

住
宅
無
料
相
談
会

建
物
の
新
築
や
増
改
築
、耐
震
化

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
12
月
6
日（
土
）、20
日（
土
）

13
時
〜
16
時

場
所
　
市
民
館

問
合
せ
　
住
宅
課
住
宅
企
画
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
３
４
、県
建

築
士
会
徳
山
支
部
☎
０
８
３
４‐
28
‐

５
２
２
６

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年
金

の
併
給
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、公
的
年
金
な
ど
を
受

給
す
る
人
は
、児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、12
月
か

ら
、年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ

り
低
い
人
は
、そ
の
差
額
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、申
請
が
必
要
で
す
。12
月

1
日
に
お
い
て
対
象
の
人
は
平
成
27

年
３
月
末
日
ま
で
に
申
請
す
る
と
、

平
成
26
年
12
月
分
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。平
成
27
年
４
月
1
日
以
降
に

申
請
す
る
場
合
は
申
請
の
翌
月
分

か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
こ
ど
も
家
庭
課
こ
ど
も
母

子
・
福
祉
担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
４

６
０

保
健

献
血
の
日
程

日
時
と
場
所
　
▼
12
月
14
日（
日
）10

時
〜
12
時
、13
時
15
分
〜
16
時
…
イ

オ
ン
タ
ウ
ン
周
南

▼
19
日（
金
）10

時
〜
11
時
45
分
、13
時
〜
16
時
…
熊

毛
総
合
支
所
▼
24
日（
水
）9
時
30
分

〜
11
時
30
分
…
や
ま
な
み
荘

▼
30

日（
火
）10
時
〜
12
時
、13
時
15
分
〜

16
時
…
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
周
南

※
全
て
４
０
０
㎖
限
定
で
す
。

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
福
祉
調

整
・
高
齢
者
支
援
担
当
☎
０
８
３
４‐

22‐８
４
６
１

特
定
健
康
診
査（
集
団
）

対
象
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
〜
74
歳
以
下
の
人（
平
成

26
年
度
に
、特
定
健
診
ま
た
は
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
い
な
い
人
）

期
日
と
場
所
　
▼
平
成
27
年
２
月
17

日（
火
）、18
日（
水
）…
徳
山
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
25
日（
水
）…
新
南
陽
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

時
間
　
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容
　
問
診
、身
体
計
測
、血
圧
測

定
、血
液
・
尿
・
心
電
図
検
査
な
ど

参
加
料
　
５
０
０
円

申
込
み
　
12
月
26
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
で
、保
険
年
金
課
特
定
健
診
担

当
☎
０
８
３
４‐22‐８
３
８
４

募
集

市
環
境
審
議
会
委
員

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
環
境
保

全
対
策
に
反
映
す
る
た
め
、市
環
境

審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以

上
の
人
で
、環
境
保
全
に
関
心
が
あ

り
、年
数
回
の
審
議
会
に
出
席
で
き

る
人（
公
職
に
あ
る
人
は
除
く
）

定
員
　
３
人
以
内

任
期
　
平
成
27
年
4
月
1
日
〜
29

年
3
月
31
日

報
酬（
1
回
）　
５
９
０
０
円

選
考
方
法
　
書
類
審
査
・
作
文

申
込
み
　
平
成
27
年
1
月
16
日

（
金
）ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
活
動
歴
・

作
文（
身
の
周
り
の
環
境
に
つ
い
て
、

８
０
０
字
程
度
、様
式
自
由
）を
、持

参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
、

〒
７
４
５‐
８
６
５
５
岐
山
通
１‐
１

環
境
政
策
課
環
境
政
策
担
当
☎
０

８
３
４‐22‐８
３
２
４
・
０
８
３
４‐

22‐８
３
２
５
・

kankyo@
city.

shunan.lg.jp講
座・講
演

親
子
で
手
作
り
地
産
地
消
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
教
室

地
元
産
の
食
材
を
使
っ
た
ブ
ッ
シ

ュ
・
ド
・
ノ
エ
ル（
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統

的
な
ま
き
型
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
）

を
作
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
在
住
す
る
小
学
生

と
そ
の
家
族

日
時
　
12
月
20
日（
土
）13
時
〜
16
時

場
所
　
道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南

定
員
　
10
組
20
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
５
０
０
円（
材
料
費
な
ど
）

持
参
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

申
込
み
　
12
月
5
日（
金
）〜
15
日

（
月
）ま
で
に
、電
話
で
、農
林
課
農
政

畜
産
担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
３
５
６

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
講
座

カ
フ
ェ
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
雰
囲
気
の
中
、メ
ン
バ
ー
を
変
え

な
が
ら
少
人
数
で
の
対
話
を
重
ね
る

ワ
ー
ル
ド・カ
フ
ェ
の
手
法
に
つ
い
て
、

体
験
な
ど
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

対
象
　
主
に
市
内
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
の
構
成

員
や
、こ
れ
か
ら
市
民
活
動
を
始
め

よ
う
と
考
え
て
い
る
人

日
時
　
平
成
27
年
１
月
17
日（
土
）

10
時
〜
15
時

場
所
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

定
員
　
30
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
12
月
８
日（
月
）〜
平
成
27

年
１
月
14
日（
水
）に
、氏
名
・
電
話

番
号
・
所
属
グ
ル
ー
プ
名
を
、電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
、市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
４‐
33‐７

７
０
０・
０
８
３
４‐31‐３
７
１
１・

shiencent@
city.shunan.

lg.jp子
ど
も
料
理
教
室
〜
お
せ
ち

料
理
を
つ
く
ろ
う
〜

お
せ
ち
料
理
の
い
わ
れ
を
楽
し
く

学
び
な
が
ら
、み
ん
な
で
協
力
し
て

作
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
在
住
す
る
小
学
生

日
時
　
12
月
25
日（
木
）９
時
30
分

〜
13
時

場
所
　
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　
25
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
３
０
０
円（
調
理
材
料
代
）

持
参
物
　
筆
記
用
具
、エ
プ
ロ
ン
、
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三
角
巾
、布
巾
１
枚
、上
靴

申
込
み
　
12
月
９
日（
火
）8
時
30
分

か
ら
、住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・

電
話
番
号
を
、電
話
で
、健
康
増
進

課
食
育
推
進
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐

８
５
５
３

男
性
介
護
者
の
集
い「
男
子
厨

房
に
入
る
！
お
手
軽
・
簡
単
ク

ッ
キ
ン
グ
」

対
象
　
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し

て
い
る
男
性

日
時
　
12
月
16
日（
火
）10
時
〜
13
時

場
所
　
徳
山
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
管
理
栄
養
士
の
講
話
と
調

理
実
習

参
加
料
　
４
０
０
円（
調
理
実
習
費
）

持
参
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、布

巾
、筆
記
用
具

申
込
み
　
12
月
12
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
で
、高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
４
６
２

環
境

冬
の
一
斉
清
掃

冬
の
ツ
リ
ー
ま
つ
り
集
中
イ
ベ
ン

ト
前
に
会
場
周
辺
の
一
斉
清
掃
を
行

い
ま
す
。よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
20
日（
土
）９
時
〜
10
時

（
８
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

集
合
場
所
　
青
空
公
園
（
小
雨
決

行
、悪
天
候
の
場
合
は
中
止
）

※ 

清
掃
用
具
、ご
み
袋
は
各
自
で
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　
環
境
政
策
課
生
活
衛
生
・

簡
易
水
道
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐８

３
２
２

催
し

国
際
文
化
交
流
会

12
月
の
国
際
交
流
サ
ロ
ン
は
、各

国
の
文
化
紹
介
や
歌
や
踊
り
の
披

露
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
14
日（
日
）13
時
〜
15
時

場
所
　
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
無
料

問
合
せ
　
観
光
交
流
課
内
国
際
交
流

サ
ロ
ン
運
営
委
員
会
事
務
局
☎
０
８

３
４‐22‐８
３
７
２

図
書
館
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
12
月
25
日（
木
）19
時
〜

場
所
　
中
央
図
書
館

内
容
　
ピ
ア
ノ
と
声
楽（
ソ
プ
ラ
ノ
）

の
デ
ュ
オ「
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
」

演
奏
　
▼
ピ
ア
ノ
…
杉
村
香
代
子
さ

ん
▼
ソ
プ
ラ
ノ
…
福
田
智
香
さ
ん

■表千家周栄会助け合い茶会
●日時／12月7日（日）9時30分～14
時●場所／文化会館 ●参加料／
1,500円●問合せ／永浜さん☎090-
1187-2967

■しめ縄・ミニ門松を作ってみませんか
●日時／12月13日（土）10時～15時
●場所／渋川ふれあいの家 ●定
員／20人（受け付け順）●参加料／
大人1,500円・子ども500円●持参
物／軍手・タオル●申込み／12月8日

（月）～12日（金）
に、福本さん☎
090-2868-8
534

■手作り作家展・ちりめん細工展
●日時／12月17日（水）・18日（木）10
時～15時●場所／布工房・アートギ
ャラリー ●内容／お正月飾り・干支
人形・ちりめん細工などを展示販売●
問合せ／布工房☎090-7541-8948

■市民ソフトバレーボール冬季大会
●対象／①登録団体②未登録団体
で、市内に在住・通勤・通学者のみの
団体●日時／平成27年1月18日（日）
9時～●場所／熊毛体育センター●
内容／女子（フリー・Age170）の部、

トリム（フリー・Age170）の部●参加料
（１チーム）／①1,000円②2,000円●
申込み／12月25日（木）までに、市ソ
フトバレーボール連盟東部担当槙岡
さん☎090-7774-3568（17時以降）

■周南ベテラン会卓球大会
●対象／35歳以上の人●日時／平
成27年1月12日（祝）8時10分～●場
所／キリンビバレッジ周南総合スポー
ツセンター ●内容／抽選による3
混合ダブルスのチーム戦●参加料（1
人）／1,200円（弁当代含む）●申込
み／12月4日（木）
～7日（日）に、ファ
クスで、橋本さん
☎・ 0834-22-
9327

皆さんの活動耳より情報

伝言板

定
員
　
80
人
程
度

申
込
み
　
12
月
９
日（
火
）〜
24
日

（
水
）に
、住
所
・
氏
名（
複
数
の
場
合
、

連
名
で
記
載
）・電
話
番
号
を
、電
話・

E
メ
ー
ル
で
、中
央
図
書
館
☎
０
８

３
４‐
22‐
８
６
８
２
・

toshok
an@

city.shunan.lg.jp

冬
の
わ
ん
ぱ
く
村

対
象
　
小
学
１
〜
６
年
生

日
時
　
平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）〜

７
日（
水
）の
２
泊
３
日

場
所
　
大
田
原
自
然
の
家

内
容
　
野
外
炊
事
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
な
ど

定
員
　
50
人（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、抽
選
）

参
加
料
　
７
５
０
０
円（
食
費
・
写
真

代
・
活
動
消
耗
品
・
保
険
料
な
ど
）

申
込
み
　
12
月
15
日（
月
）ま
で
に
、

大
田
原
自
然
の
家
☎
・
０
８
３
４‐

89‐０
４
６
１

ク
リ
ス
マ
ス
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

地
域
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
ク
リ
ス
マ

ス
に
ふ
さ
わ
し
い
演
奏
を
届
け
ま
す
。

日
時
　
12
月
19
日（
金
）10
時
〜
11

時
30
分

場
所
　
新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
無
料

問
合
せ
　
新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
☎
０
８
３
４‐63‐５
０
０
０
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市以外からのお知らせ

掲示板

しゅうなん
メールサービス

なん
メールサービス
しゅう

【人口】148,669人（前月比 －14人）

［男］71,771人（前月比 －17人）
［女］76,898人（前月比 　 3人）
●出生104人 ●死亡129人
●転入321人 ●転出310人

【世帯】67,626世帯（前月比 －10）

登録すると、登録された携帯電話やパソコンに、市から災
害・緊急時のお知らせや気象情報のEメールが配信され
ます。shunan@xpressmail.jpに空メールを送信し、返信
されたEメールの内容に従って登録してください。

●広報「しゅうなん」の記事で市が収集した個人情報は、当該業務に限って使用します。

来
春
、市
地
方
卸
売
市
場
に
中
四
国

地
方
で
初
め
て
オ
ー
プ
ン
す
る
の
は
？

①
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

②
水
素
タ
ー
ミ
ナ
ル

③
水
素
エ
ア
ポ
ー
ト

応
募
方
法
　
12
月
10
日（
水
）必
着

で
、ク
イ
ズ
の
答
え
・
市
政
や
市
広

報
の
記
事
に
対
す
る
意
見
や
感
想
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、

は
が
き
で
、〒
７
４
５‐８
６
５
５
岐

山
通
１‐１
広
報
情
報
課
広
報
担
当

前
回
の
答
え
　
③
11
月
の
第
3
日

曜
日

当
選
者
　
岡
成
安
子
さ
ん
、牛
尾

久
江
さ
ん
、柴

田
誠
治
さ
ん
、

中
村
泰
子
さ

ん
、渡
辺
美
沙

子
さ
ん（
応
募

総
数
48
通
）

3件（平成26年の累計 52件）

死者数2人（平成26年の累計4人）
負傷者数84人（平成26年の累計711人）

市政情報番組 周南市市政だより

市ホームページ 広報しゅうなん
■広報しゅうなん（pdfファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/

■音訳広報（mp3ファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/voice/

正解者の中から
抽選で5人に
図書カードを
プレゼント

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

人のうごき（10月31日現在）

周南市数字で見る

火災件数（10月の発生件数）

交通事故件数（10月の発生件数） 

■シティーケーブル周南（12チャンネル）
　毎日6時・15時・22時
■Kビジョン（アナログ11チャンネル・デジ
タル12チャンネル）
　毎日6時30分・14時・24時30分
■メディアリンク（アナログ5チャンネル・デ
ジタル12チャンネル）
　毎日7時・14時・21時
■岐北テレビ（12チャンネル）
　毎日6時・12時・19時30分・23時
■市政だよりバックナンバー
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/catv/

三沢厚彦 ANIMALS in 周南
（12月放送分）

冬花火「銀嶺の舞２０１４」では、
花火と光と音響をコラボレーショ
ンさせ、冬の夜空をロマンチック
に彩ります。さまざまなイベント
なども開催しますので、ぜひ来場
してください。
日 時　12月13日（土）15時30分
～20時
場所　鹿野総合体育館周辺

冬花火「銀嶺の舞２０１４」

鹿野総合支所産業土木課☎0834-68-2335
冬花火実行委員会事務局☎080-4269-4662

問合せ

■不妊専門相談
●期日／12月19日（金）14時～16
時●場所／県周南健康福祉センタ
ー ●参加料／無料●申込み／12
月12日（金）までに、県周南健康福祉
センター☎0834-33-6425

■県最低賃金の改正
　県最低賃金が、1時間715円に改
正されました。効力発生日は10月1
日です。使用者はこの最低賃金より
低い賃金で、労働者を使用すること
はできません。●問合せ／山口労働
局賃金室☎083-995-0372

■地デジ難視対策の各種支援終了
　国が実施している地デジ難視対策
のための各種支援制度は、平成27年
3月末をもって終了します。期限まで
に地デジ対策工事を完了するために
は、遅くとも本年12月中の申し込み
が必要です。●問合せ／総務省地デ
ジコールセンター☎0570-07-0101

■やまぐち森林づくり県民税事業
　県では、荒廃したスギ・ヒノキの人
工林の間伐を行う公益森林整備事業
を実施しています。間伐に係る所有
者の負担はありません。●問合せ／
県周南農林事務所森林づくり推進課
☎0834-33-6461

■アイヌの人々に対する相談窓口
●相談電話番号／ 0120-771-2
08●期間／平成27年3月31日（火）
まで●時間／平日・土曜日10時～17
時※相談無料、匿名可、秘密厳守。●
問合せ／人権教育啓発推進センター
☎03-5777-1802

12月の納付
固定資産税 ３期
介護保険料 ７期
国民健康保険料 ７期
後期高齢者医療制度保険料 ６期

2014.12.117



広
報
し
ゅ
う
な
ん
  編
集
／
周
南
市
広
報
情
報
課
  〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1 ☎

0834-22-8232 
0834-22-8224  　

 
http://www.city.shunan.lg.jp/ 

info@city.shunan.lg.jp（
そ
の
他
の
課
はトッ

プ
ペ
ー
ジ
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
）

広告の内容については、直接広告主に問い合わせてください。
広告掲載の申し込みは、株式会社ふじたプリント社☎0834-25-1600まで。

広　告
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